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町
屋
活
用
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業　
運
営
事
業
者
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

市
で
は
平
成
27
年
春
の
新
幹

線
飯
山
駅
開
業
を
契
機
と
し
た

回
遊
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と

し
て
、
愛
宕
町
に
現
存
す
る
築

１
２
０
年
余
の
「
町
屋
」
を
有
効

活
用
し
て
「
食
」
の
提
供
を
中
心

と
し
た
飯
山
ブ
ラ
ン
ド
の
発
信
効

果
を
生
み
出
す
と
と
も
に
、
ま
ち

の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
、

農家レストラン 飯山を走る

北
陸新

幹線
飯山駅開業前イベ

ン
ト

プロポーザル ＝ 提案・提案書のこと

店
舗
経
営
者
と
建
築
設
計
者
が

チ
ー
ム
を
組
ん
だ
運
営
事
業
者
を

対
象
と
し
た
企
画
提
案
競
技
を

行
い
ま
し
た
。

　

5
月
8
日
に
行
わ
れ
た
第
一
次

審
査
で
は
、
企
画
提
案
書
を
中
心

と
し
た
書
類
審
査
が
行
わ
れ
、
参

加
表
明
を
し
た
3
組
の
店
舗
経

営
者
お
よ
び
建
築
設
計
者
の
全
て

の
企
画
が
選
考
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
6
月
14
日
に
い
い
や
ま

女
性
セ
ン
タ
ー
未
来
で
行
わ
れ
た

第
二
次
審
査
で
は
、
地
域
食
材
を

使
っ
た
食
の
審
査
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、

最
優
秀
者
の
経
営
者
と
設
計
者

が
決
定
し
ま
し
た
。

　

最
優
秀
者
の
経
営
者
と
設
計

者
に
は
平
成
26
年
春
の
オ
ー
プ
ン

に
向
け
、
市
と
と
も
に
企
画
提
案

さ
れ
た
内
容
を
ベ
ー
ス
に
店
舗
の

設
計
施
工
お
よ
び
指
定
管
理
者
と

し
て
運
営
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

最
優
秀
者

○
店
舗
経
営
者

　
　
㈱
フ
ァ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
ズ

○
建
築
設
計
者

　
　
㈱
信
州　
和
（
や
ま
と
）

　

最
優
秀
店
舗
経
営
者
と
な
っ

た
株
式
会
社
フ
ァ
イ
ン
シ
ス
テ
ム

ズ
（
代
表
：
北
澤
憲
彦
さ
ん
）
は
、

安
曇
野
市
穂
高
を
拠
点
に
、
も
と

も
と
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
企
業
で
し
た

が
、
平
成
21
年
3
月
か
ら
飲
食

業
に
参
入
。
以
降
4
年
間
で
長
野

県
内
に
と
ん
か
つ
や
鶏
か
ら
あ
げ

を
中
心
に
提
供
す
る
12
の
店
舗
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
お
客
様
の
満

足
、
感
動
を
第
一
に
、
メ
ニ
ュ
ー
、

調
理
法
、
味
つ
け
、
素
材
に
ま
で

こ
だ
わ
り
、
商
品
を
磨
き
つ
づ
け

る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
ま

す
。
今
回
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
参

加
し
た
料
理
長
の
佐
藤
秀
一
さ
ん

は
常
盤
の
戸
狩
新
田
出
身
で
、
地

元
に
戻
り
、
お
客
様
の
笑
顔
の
た

め
に
料
理
を
作
り
た
い
と
い
う
強

い
想
い
が
料
理
に
表
れ
て
い
た
点

も
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

代
表
の
北
澤
憲
彦
さ
ん
は
、
平

成
26
年
の
開
店
ま
で
の
間
も
地
元

の
イ
ベ
ン
ト
や
お
祭
り
な
ど
に
積

極
的
に
参
加
し
、
地
域
に
根
付
い

た
店
舗
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

第二次審査の様子

㈱ファインシステムズが提案した初夏のランチ

桑
名
川
駅
で
は
竹
の
子
汁
の
振
舞
い
も

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
目
的
地
の

地
域
の
郷
土
料
理
と
美
し
い
景
観
を
満
喫

　
山
々
に
は
新
緑
が
映
え
、

田
ん
ぼ
に
は
青
々
と
し
た

稲
が
風
に
な
び
く
6
月
29

日
、
地
域
の
大
切
な
交
通

機
関
で
あ
り
、
美
し
い
自

然
の
中
を
ゆ
っ
く
り
走
る

ロ
ー
カ
ル
線
で
、
観
光
資

源
と
し
て
も
魅
力
の
あ
る

JR
飯
山
線
を
活
用
し
た
北

陸
新
幹
線
飯
山
駅
開
業
前

イ
ベ
ン
ト
「
飯
山
線 
走
る

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
」
が
長

野
駅
〜
森
宮
野
原
駅
間
で

運
行
さ
れ
ま
し
た
。

1
か
月
前
に
満
席
の
人
気

　
発
売
後
2
週
間
を
待
た
ず
に

満
席
と
な
っ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

飯
山
市
か
ら
の
提
案
を
受
け
JR
東

日
本
の
び
ゅ
う
商
品
と
し
て
実
現

し
た
も
の
で
す
。
車
中
で
は
、
飯

山
食
文
化
の
会 

菜
の
花 

で
作
ら

れ
た
料
理
が
各
停
車
駅
で
次
々
と

提
供
さ
れ
、
料
理
の
配
膳
や
説
明

も
同
会
の
会
員
が
行
う
こ
と
で
、

沿
線
の
美
し
い
風
景
や
食
文
化
を

楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
は
も
と
よ

り
、
地
域
の
大
切
な
宝
で
あ
る
飯

山
線
の
魅
力
を
再
認
識
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
、
弟

と
参
加
し
た
小
学
生
の
女
の
子
は

笹
ず
し
が
気
に
入
っ
た
よ
う
で
、

「
列
車
の
中
で
ご
飯
を
食
べ
た
こ

と
が
な
い
の
で
楽
し
い
し
、
景
色

を
見
な
が
ら
食
べ
ら
れ
て
と
て
も

お
い
し
か
っ
た
。」
と
答
え
て
く
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
JR
東
日

本
長
野
支
社
、
栄
村
、
飯
山
食

文
化
の
会
、
岡
山
地
区
区
長
会
な

ど
多
く
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り

成
功
す
る
こ
と
が
で
き
、
飯
山
の

ま
ち
づ
く
り
を
応
援
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
㈱
長
野
支
社
か
ら
は
清

涼
飲
料
水
の
提
供
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。　

　

市
で
は
、
今
後
も
「
飯
山
線 

走
る
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
」
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
列
車
運
行
を
JR
東
日
本

長
野
支
社
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
計
画
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
、地
域
の
活
性
化
や
、

北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
開
業
で
見

込
ま
れ
る
、
多
く
の
お
客
様
の
受

け
入
れ
の
充
実
に
つ
な
が
る
よ
う

計
画
し
て
い
く
予
定
で
す
。

新幹線飯山駅前開業イベント　飯山線 走る農家レストラン

森
宮
野
原
駅
で
栄
ふ
る
さ
と
太
鼓

の
歓
迎
を
受
け
、
北
野
天
満
温
泉

と
栄
村
国
際
絵
手
紙
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
館
の
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
を

満
喫
さ
れ
ま
し
た
。
復
路
の
桑
名

川
駅
で
は
岡
山
地
区
区
長
会
、
桑

名
川
区
、桑
名
川
公
民
館
女
性
部
、

温
井
村
づ
く
り
委
員
会
な
ど
の
皆

さ
ん
に
よ
り
、
竹
の
子
汁
の
振
る

舞
い
や
、
新
鮮
な
農
産
物
の
販
売

が
行
わ
れ
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
こ

の
小
旅
行
の
記
念
と
し
て
お
土
産

を
買
い
求
め
、
飯
山
名
物
の
竹
の

子
汁
を
お
か
わ
り
し
て
、
郷
土
の

車内の和やかな雰囲気

味
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。
地
元

の
方
は
「
準
備
す
る
の
は
た
い
へ

ん
だ
っ
た
が
、
遠
く
か
ら
来
た
人

た
ち
が
こ
ん
な
に
喜
ん
で
く
れ
て
、

苦
労
し
た
甲
斐
が
あ
っ
た
」
と
嬉

し
そ
う
で
し
た
。

復路 桑名川駅の様子



　

5
月
下
旬
に
「
飯
山
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
」
の
女
性
部
「
ネ
ス
ク

ラ
ブ
」
の
方
々
か
ら
、
い
い
や
ま

湯
滝
温
泉
に
手
作
り
の
枕
が
20

個
、
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
枕
は
温
泉
入
浴
後
に
大
広

間
な
ど
で
お
休
み
い
た
だ
く
方
々

が
、
よ
り
、
お
く
つ
ろ
ぎ
い
た
だ

け
る
よ
う
に
と
、
ネ
ス
ク
ラ
ブ
の

皆
さ
ん
が
心
を
込
め
て
作
ら
れ
た

も
の
で
、
湯
滝

温
泉
の
荒
木

支
配
人
は
、「
あ

り
が
た
く
有

効
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま

す
。」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も

ご
利
用
く
だ
さ

い
。

飯
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
枕
寄
贈

高
橋
ま
ゆ
み
人
形
館　
入
館
者
50
万
人
突
破

　

7
月
1
日
、
高
橋
ま
ゆ
み
人

形
館
の
入
館
者
が
50
万
人
を
突

破
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
午
後
3
時
頃
に
妙

高
市
日
赤
奉
仕
団
の
研
修
旅
行

で
訪
れ
た
妙
高
市
の
大
平
房
子

さ
ん
が
50
万
人
目
の
お
客
様
と

な
り
ま
し
た
。
記
念
に
高
橋
ま

ゆ
み
さ
ん
が
、
福
が
た
く
さ
ん

来
る
よ
う
に
と
心
を
込
め
て
作

ら
れ
た
「
お
福
ち
ゃ
ん
」
人
形
、

地
元
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
地
酒
、

花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
初
め

て
来
館
し
た
と
い
う
大
平
さ

ん
は
突
然
の
出
来
事
に
終
始
驚

き
の
表
情
で
「
こ
ん
な
こ
と
は

初
め
て
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た

が
、
思
い
出
深
い
一
日
に
な
り

ま
し
た
。」
と
感
想
を
語
ら
れ

ま
し
た
。

　

高
橋
ま
ゆ
み
人
形
館
は
平
成

22
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
て
以

来
、
飯
山
市
の
新
た
な
観
光
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
定
着
、
一
日
平

均
５
０
０
人
の
お
客
様
が
訪
れ

て
い
ま
す
。

高橋まゆみさん（右）と記念撮影をする50万人目のお客様となった大平さんとお仲間の皆さん

宝
く
じ
の
助
成
金
で
公
民
館
備
品
を
整
備
し
ま
し
た

　

財
団
法
人 

自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
実
施
し
て
い
る
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
で
、
新
町
区

が
区
民
セ
ン
タ
ー
の
備
品
を
整
備

し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
社
会

貢
献
広
報
事
業
費
に
よ
り
、
地

域
社
会
の
健
全
な
発
展
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

   

写
真
の
テ
ン
ト
の
ほ
か
に
、
和

机
、
書
棚
、
コ
ピ
ー
機
が
整
備
さ

れ
ま
し
た
。

企
画
財
政
課 

企
画
調
整
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
９
２
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結
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ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

　
優　
勝　

中
野
市
第
10
分
団　

　
準
優
勝　
飯
山
市
第
6
分
団

　
第
３
位　
中
野
市
第
2
分
団

　
第
４
位　
飯
山
市
第
3
分
団

 

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

　
優　
勝　

中
野
市
第
2
分
団　

　
準
優
勝　
栄
村
第
2
分
団

　

  

・

　
第
４
位　
飯
山
市
第
3
分
団

　
第
9
位　
飯
山
市
第
7
分
団

 

ラ
ッ
パ
吹
奏
の
部

　
優　
勝　
木
島
平
村
消
防
団

　
準
優
勝　
中
野
市
消
防
団

　
　

・

　
第
4
位　
飯
山
市
消
防
団　

　
　
　
　
　
（
特
別
奨
励
賞
受
賞
）

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
ポ
ン
プ
操
法
披
露
で

は
、
15
名
の
小
学
生
選
手
が
元
気
に
声
を

出
し
、消
防
団
員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

放
水
に
よ
り
火
点
を
倒
し
ま
し
た
。

　

6
月
23
日
、
飯
山
市
消
防
団

ポ
ン
プ
操
法
大
会
・
ラ
ッ
パ
吹
奏

大
会
が
長
峰
ス
ポ
ー
ツ
公
園
駐
車

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

雨
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ

の
日
は
本
格
的
な
夏
の
日
差
し
が

照
り
つ
け
、
参
加
し
た
、
ポ
ン
プ

車
操
法
の
部
8
チ
ー
ム
と
小
型
ポ

ン
プ
操
法
の
部
9
チ
ー
ム
、
ラ
ッ

パ
吹
奏
の
部
7
チ
ー
ム
が
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

ポ
ン
プ
操
法
大
会
で
は
、
長

期
に
わ
た
り
積
み
重
ね
て
き
た
迅

速
か
つ
正
確
な
操
法
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
す
る
た
め
、
気
持
ち
の

入
っ
た
面
持
ち
で
待
機
線
に
集
ま

る
選
手
達
で
す
が
、
競
技
審
査
で

は
、
タ
イ
ム
と
規
律
な
ど
が
重
視

さ
れ
る
た
め
、
些
細
な
ミ
ス
に
よ

り
本
来
の
実
力
を
出
し
切
れ
な
い

チ
ー
ム
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

ど
の
チ
ー
ム
も
そ
れ
ぞ
れ
の
結
束

力
が
生
む
み
ご
と
な
操
法
を
披
露

し
、
飯
山
市
消
防
団
員
の
技
術
力

の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

大
会
中
盤
に
は
、
常
盤
少
年

消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
、
小
型
ポ
ン

プ
操
法
も
披
露
さ
れ
、
15
名
の
小

各分団の結束力が生むレベルの高い戦いに

飯山市消防団
 ポンプ操法大会・ラッパ吹奏大会

学
生
消
防
団
員
が
元
気
よ
く
放
水

を
行
い
ま
し
た
。

　

７
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た
北

信
消
防
協
会
ポ
ン
プ
操
法
大
会
・

ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
に
は
、
ポ
ン
プ

車
操
法
の
部
・
小
型
ポ
ン
プ
の
部

各
上
位
２
チ
ー
ム
と
ラ
ッ
パ
吹
奏

選
抜
チ
ー
ム
が
、
飯
山
市
を
代
表

し
て
出
場
し
、
そ
れ
ぞ
れ
優
秀
な

成
績
を
収
め
ま
し
た
。　

【
飯
山
市
大
会
結
果
】

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

　
優　
勝　
第
６
分
団
（
外　
様
）

　
準
優
勝　
第
３
分
団
（
木　
島
）

　
第
３
位　
第
１
分
団
（
飯　
山
）

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

　
優　
勝　
第
７
分
団
（
常　
盤
）

　
準
優
勝　
第
３
分
団
（
木　
島
）

　
第
３
位　
第
4
分
団
（
瑞　
穂
）

番
員
賞
（
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
）

　
指
揮
者　
春
日
彰
浩
（
第
６
分
団
）

　
１
番
員　
春
日
祐
輝
（
第
６
分
団
）

　
２
番
員　
南
久
保
輝
彦
（
第
６
分
団
）

　
３
番
員　
山
本
浩
二
（
第
３
分
団
）

　
４
番
員　
高
澤
正
樹
（
第
２
分
団
）

番
員
賞
（
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
）

　
指
揮
者　
田
中
武
志
（
第
１
分
団
）

　
１
番
員　
石
澤
龍
美
（
第
2
分
団
）

　
２
番
員　
山
﨑
正
隆
（
第
4
分
団
）

　
３
番
員　
高
柳
達
也
（
第
5
分
団
）

ラ
ッ
パ
吹
奏
の
部

　
優　
勝　
第
２
分
団
（
秋　
津
）

　
準
優
勝　
第
１
分
団
（
飯　
山
）

　
第
３
位　
第
７
分
団
（
常　
盤
）

ラ
ッ
パ
吹
奏
（
ロ
ン
グ
ト
ー
ン
）

　
第
１
位　
小
林
和
也
（
第
２
分
団
）

4

市
民
の
皆
さ
ん
は
入
館
料
が
半
額

　
50
万
人
記
念 

入
館
料
割
引 

　　

高
橋
ま
ゆ
み
人
形
館
で
は
来
館

50
万
人
を
記
念
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
を
対
象
に
特
別
割
引
を
実
施
し

ま
す
。

　

平
成
22
年
4
月
の
オ
ー
プ
ン
以

来
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
支

え
育
て
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感

謝
を
込
め
て
左
記
の
と
お
り
、
実

施
し
ま
す
。

◆
期
間　
７
月
20
日
㈯
か
ら

　
　
　
　
　
８
月
31
日
㈯
ま
で 

◆
対
象　
飯
山
市
民 

　
入
館
の
際
に
窓
口
に
て
集
落
名

を
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
入
館
料

が
半
額
と
な
り
ま
す
。



い
い
や
ま
灯
篭
ま
つ
り

飯山中心市街地

いいやま灯篭まつり実行委員会事務局（商工観光課内）☎ 62-3111 内線 212 いいやま灯篭まつり 検 索

【灯篭演出会場】
　上町（中央幼稚園前）　本町（ぶらり広場）
　肴町（本町交差点～坂下交差点）
　仲町（仲町ポケットパーク） 飯山城址城門
　愛宕町（妙専寺・常福寺）高橋まゆみ人形館

　「動」と「静」の二部構成で開催される「いいやま灯篭まつり」。
　今年は「明日（あした）への灯り」と題し、新幹線飯山駅開業への想いと、震災復興への祈りのメッセー
ジを発信する「絆プロジェクト」を昨年に引き続き開催します。多くの皆様に作成していただいた灯篭が、
明日へと続く光の道しるべのようにまちを彩ります。その他にも多くのイベントを企画し、皆さんのご来場
をお待ちしています。

●開会セレモニー　午後 4時～
●フォトコンテスト「春」表彰式　午後 4時 30分～
● IIYAMA DANCE FES!!　午後 5時～ 
　各チームオリジナルダンスでまつりを盛り上げ、
   いいやまから元気を発信しよう！

―いいやまから元気を発信！― ―灯篭が灯り、
　　　癒しの演奏が始まる―

午後 4時～６時 30分 午後６時 30分～ 9時
本町商店街（歩行者天国）動 静

※会場・内容は変更となる場合があります
ので、ホームページおよび新聞折込チラシ
等でご確認ください。

・灯篭ライトアップ
　各商店街を皆さんが製作したさまざまな
　灯篭の光で包みます。

・癒しの演奏
　二胡（演奏：野田裕子）
　　（本町会場　飯山城城門）

　法竹（演奏：遠藤健二）
　　（本町会場　飯山城城門  妙専寺）

・彩（あやなし）パフォーマンス　（本町会場）

・飯山混声合唱団　（妙専寺）

・絵手紙・ちぎり絵展示（ほていや・空楽）
・飯山華道会大型生花（妙専寺・飯山城城門）
・抽選会　（本町会場）

・灯篭ウォーキング
・各出店ブース

８月10日㊏ 開催

プロジェクト
　震災からの復興と北陸新幹線飯山駅開業
への願いを、自作の灯篭に込めて飯山から
発信する「絆プロジェクト」。
　現在お手伝いしていただける方を募集し
ています。詳しくは実行委員会までお問い
合わせくだい。

「
明
日
へ
の
灯
り
」

7 市報いいやま / 13.7

飯
山
市
選
挙
管
理
委
員
会　

 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
４
４
１

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

　

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
7

月
4
日
に
公
示
さ
れ
、
7
月
21
日

に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
代
表
と
し
て
、
今
後

の
国
政
を
託
す
大
事
な
選
挙
で

す
。
棄
権
す
る
こ
と
な
く
、
必
ず

投
票
し
ま
し
ょ
う
。

●
投
票
の
順
序

①
長
野
県
選
出
議
員
選
挙
（
選

挙
区
）

②
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
（
比

例
代
表
）

●
投
票
の
し
か
た

　

長
野
県
選
出
議
員
選
挙
（
選

挙
区
）
は
、
ク
リ
ー
ム
色
の
用
紙

に
黒
字
で
印
字
さ
れ
た
投
票
用
紙

に
『
候
補
者
氏
名
」
を
１
人
だ
け

書
い
て
く
だ
さ
い
。

　
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
（
比

例
代
表
）
は
白
色
の
用
紙
に
赤
字

で
印
刷
さ
れ
た
投
票
用
紙
に
「
候

補
者
氏
名
ま
た
は
政
党
そ
の
他
の

政
治
団
体
の
名
称
も
し
く
は
略

投
票
日
は
7
月
21
日
㈰
で
す

●
期
日
前
投
票
に
つ
い
て

　

投
票
日
当
日
に
出
張
、
入
院
、

冠
婚
葬
祭
、
旅
行
な
ど
の
理
由
に

よ
り
投
票
所
に
行
く
こ
と
が
で
き

な
い
方
は
、期
日
前
投
票
所
で「
期

日
前
投
票
」
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

○
期
日
前
投
票
所
で
の
投
票
方
法

•

投
票
所
入
場
券
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。（
入
場
券
を
お
持
ち
で
な

い
場
合
は
、
運
転
免
許
証
や
健
康

保
険
証
に
よ
る
本
人
確
認
が
必

要
に
な
り
ま
す
）

※
投
票
所
入
場
券
を
紛
失
し
た

場
合
は
、
投
票
所
の
係
員
に
直
接

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※
投
票
所
入
場
券
が
届
か
な
か
っ

た
場
合
は
、
投
票
所
の
係
員
ま

た
は
飯
山
市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

•

期
日
前
投
票
所
に
備
え
て
あ
る

受
付

　出　口

①
受
付
で
投
票
用

　
紙
を
受
け
取
り

　
ま
す
。

②
長
野
県
選
出

　

議
員
の
記
載

　
を
行
い
ま
す
。

③
長
野
県
選
出

　

議
員
の
投
票

　
を
行
い
ま
す
。

⑤
比
例
代
表
選
出

　

議
員
の
記
載
を

　
行
い
ま
す
。

⑥
比
例
代
表
選
出

　
議
員
の
投
票
を

　
行
い
ま
す
。

交
付
係

④
交
付
係
で
投
票

　

用
紙
を
受
け
取

　
り
ま
す
。

比
例
代
表
選

出
議
員
選
挙 

長
野
県
選
出

議
員
選
挙 

称
」
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

「
宣
誓
書
（
兼
請
求
書
）」
を
記
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
宣
誓
書
（
兼
請
求
書
）
は
、
事

前
に
記
載
し
て
ご
持
参
い
た
だ
く

こ
と
も
可
能
で
す
。
様
式
は
、
飯

山
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
各
種
申
請

書
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
ペ
ー
ジ
及
び

各
活
性
化
セ
ン
タ
ー
に
「
宣
誓
書

（
兼
請
求
書
）」
が
あ
り
ま
す
。

•

「
点
字
投
票
」や「
代
理
投
票（
字

を
書
く
の
が
困
難
な
と
き
、
期
日

前
投
票
所
の
係
員
が
代
筆
し
ま

す
）」
が
で
き
ま
す
の
で
、
係
員

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

○
期
日
前
投
票
所
の

　
　
　
　
　
設
置
場
所
と
期
間

▼
期
間 

7
月
5
日
㈮
か
ら　
　

　

  　
　
７
月
20
日
㈯
ま
で

▼
時
間 

午
前
８
時
30
分
か
ら　

　
　

 　

午
後
８
時
ま
で

▼
場
所 

市
役
所
４
階

　
　
　
　
　
　

41
号
会
議
室

▼
持
ち
物　

投
票
所
入
場
券

選挙のながれ

「
宣
誓
書
（
兼
請
求
書
）」
を
記
入

※
宣
誓
書
（
兼
請
求
書
）
は
、
事

前
に
記
載
し
て
ご
持
参
い
た
だ
く

こ
と
も
可
能
で
す
。
様
式
は
、
飯

山
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
各
種
申
請

庶務課 庶務係 ☎ 62-3111 内線 333

【受験資格】
　平成 25年 8月１日現在、飯山市に住民登録してあり
市内に居住（通学等のため市外に居住している方を含む）
している方。または採用後は飯山市に住所登録し、居住
を予定の方。
　昭和 61 年 4 月 2 日から平成 8年 4月 1 日までに生
まれた方で高校（高等専門学校を含む）または短大など
の専門課程の卒業者もしくは卒業見込みの方、またはこ
れと同等と認められる方（高卒認定試験合格者を含む）
ただし、大学卒業者または卒業見込みの方を除く。

市職員を募集します 初級（一般事務）

【受験申し込み】
　所定の申込書（市のホームページからもダウンロード
可能）に必要事項を記入し、自筆の履歴書 ( ※ ) を添え
て市役所３階の庶務課へお持ちいただくか、郵送してく
ださい。※履歴書には、必ず顔写真を貼付すること。様
式はA4版の市販のものでかまいませんが、学歴・職歴・
免許・資格・課外活動歴などを記載し、最終学歴欄には、
必ず学部学科（専攻）名を記入すること。
【申込受付期間】
　7月 16 日㈫～ 8月 30 日㈮（土・日曜は除く。郵送
の場合は 8月 30日の消印有効）

募集要項

６月の市報でお知らせしましたが、市では平成 26 年４月１日採用予定の市職員
（初級（一般事務））を募集しています。
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事業名 申請団体名（開催日） 主な事業内容

 新幹線開業イベント等 PR推進事業
飯山城址桜まつり実行委員会
（4/11 ～ 5/1）

桜まつり期間中、新幹線開業関連クイズを城山公園に設置。公園散策
をしながら参加者に新幹線開業アピールを実施。

 新幹線開業イベント
 「戸狩ふれあいアート展推進」事業

戸狩ふれあいアート展
（5/3 ～ 5/5）

新幹線開業前イベントで「民宿まるごとミュージアム」を 3日間開催。
首都圏 PRポスター・チラシへの新幹線開業ロゴ掲載により PRを実施。

 未来に乗りたい
 僕たち、私たちの新幹線 PR事業

長野NewStyle
（5/12 ～ 5/26）

城山公園でイベントを開催し、子ども達に新幹線のぬりえをしてもら
い、新幹線ロゴバッジをプレゼントする。また、スタッフが開業ロゴ
入り Tシャツを着て PRを実施。

 新幹線開業イベント等 PR推進事業
千曲川河畔納涼花火大会実行委員会
（8/12 ～ 8/14）

納涼花火大会で駅開業「仕掛け花火」「水中スターマイン」を打ち上げ、
テレビ中継と場内アナウンスにより観客への PRを行う。またチラシ
などへの開業ロゴ掲載による PRも実施。

 新幹線開業に向けて
 『元気出せ』飯山市民カラオケ祭り実施事業

飯山市民カラオケ祭り実行委員会
（6/23）

カラオケ祭りにより市民の元気を引き出し、その元気を新幹線開業へ
の市民の期待感高揚に結びつける。またチラシなどへの開業 PR掲載
も行う。

 埼玉県川口市商店街
 「飯山観光物産・新幹線開業 PR」及び交流事業

商業経営塾
（7/18 ～ 1/31）

地域間交流を実施している川口市樹モール商店街（JR川口駅前）にお
いて、新幹線開業と観光 PRを年 3回の予定で行い、開業 PRを行う。

 第 38回戸狩夏まつり実施事業
商工会議所戸狩支部
（7/27）

「とがり夏まつり」会場に、新幹線飯山駅（イラスト・模型等）並びに
飯山線（ミニSL）を走らせ、新幹線開業に向けて市民意識の高揚を図る。

 斑尾ジャズ 2013実行事業
ふるさとのジャズ交流祭実行委員会
（8/24 ～ 8/25）

「斑尾ジャズ」会場の横断幕・バナーに開業ロゴを入れたり、ロゴ入り
Tシャツの配布や、「斑尾インターネット放送局」を開局し動画の同時
中継・「新幹線に乗って斑尾ジャズへ行こう」などのメッセージを流す
などで PRを実施。

 黒仔から国魚へ、
 錦鯉で飯山を発信・PR事業

トキワ錦鯉愛好会
（6/15 ～ 2/20）

錦鯉を稚魚から育て、優秀な錦鯉を飼育し品評会に出品、全国大会優
勝を目指すなか、市内で行う品評会場にフラッグを立てたり、簡易プー
ルや出品用たらいにロゴシールを貼り開業 PRを行う。

 飯山さわごさ 2013夏祭り新幹線 PR事業
飯山さわごさ実行委員会
（8/24 ～ 8/25）

さわごさ夏祭り実施にあたり、チラシ・HPによる PRやイベント中に
新幹線関連問題をおりまぜたオリエンテーション開催やノベルティ作
成、顔出し看板作成などで開業 PRを行う。

 新町区夏祭り新幹線開業 PR事業
新町区公民館
（8/11）

新町夏祭りに「ミニ新幹線」を走らせたり、新幹線関連ゲームを行い、
子ども達に住んでいる町に新幹線が通る事を伝え、意識高揚を図る。

 信越自然郷
 少年野球交流新幹線開業 PR事業

広域自然リーグ「夢丸農業小学校」
（7/1 ～ 3/31）

信越自然郷９市町村の少年野球チームへ呼びかけ、バナー、ステッカー
（ヘルメット等貼付）・ワッペン（帽子縫付）の製作など子ども達によ
る取組を前面に打ち出した開業 PRを行う。

 新幹線飯山駅開業実感事業
 ～新幹線 ”乗って ”・” 飾って ”飯山駅開業を PR～

花フェスタ実行委員会
（9/2 ～ 10/30）

花フェスタにおいて、木枠で新幹線を作成し、市民参加のもと、外枠
を新型車両に合わせた色の花で飾り、開業に向けての PRを行う。

 花結び 2013新幹線開業 PR事業
花結び実行委員会
（7/13）

「花結び」イベントの中で、うたごえ喫茶『ともしび』（東京都新宿区）
を招いて市内外からの誘客を図るなかで開業 PRを行う。

 新幹線開業イベント等 PR推進事業
CIRCUS実行委員会
（7/6 ～ 7/7）

とんだいら高原で開催する野外フェス会場で新幹線型イスの設置や台
車付きソリを作成し利用してもらったり、会場内に新幹線 PR用の看
板を設置するなどで開業 PRを行う。

 斑尾国際音楽村・
 新幹線開業記念イベント PR事業

斑尾国際音楽村
（7/1 ～ 3/30）

音楽文化イベント PR活動において、チラシ、HPなどに開業 PRロゴ
や記述を掲載し、開業 PRを行う。

平成 25 年度新幹線開業イベント等推進交付金事業 庶務課 庶務係  ☎ 62-3111 内線 333

　北陸新幹線飯山駅開業イベント実行委員会では開業の気運を盛り上げるため、新幹線開業イベントなどを自主的に開催
する団体等に「新幹線開業イベント等推進交付金」を交付します。平成 25年度の事業を募集し実行委員会で審査した結果、
下記の事業に交付されることになりました。
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医
療
費
の
自
己
負
担
を
低
減
す
る

限
度
額
適
用
認
定
証
と
は

　

市
か
ら
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」
の
交
付
を
受
け
て
病
院
・
調

剤
薬
局
に
提
示
す
る
と
、
支
払
う

医
療
費
の
自
己
負
担
分
を
限
度

額(

別
表)

以
内
に
で
き
ま
す
。

入
院
や
、
継
続
し
た
通
院
・
投
薬

で
医
療
費
が
か
さ
む
場
合
に
便
利

な
制
度
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
入
院
時
に
用
途
が

限
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年

の
４
月
か
ら
は
外
来
に
も
適
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※
対
象
と
な
る
医
療
費
は
、
保
険
診

療
分
に
限
り
ま
す
。
文
書
代
、
食

事
代
、
個
室
・
寝
巻
の
使
用
料
な
ど

は
含
み
ま
せ
ん
。

８
月
は
更
新
時
期
で
す

　
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の
有

効
期
限
は
毎
年
７
月
末
で
す
。

　

既
に
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
で

も
、
８
月
以
降
も
引
き
続
き
必
要

な
場
合
は
、
あ
ら
た
め
て
交
付
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

交
付
申
請
に
つ
い
て

　
以
下
の
持
ち
物
を
ご
用
意
い
た

だ
き
、
市
役
所
の
国
保
年
金
係
窓

口
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
保
険
証　
　

②
印
鑑　

③
本
人
確
認
で
き
る
身
分
証
明
書

④
以
前
交
付
さ
れ
て
い
た
「
認
定

　

証
」（
更
新
の
場
合
）

 

限
度
額
適
用
認
定
証
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
加
入
の
70
歳
未
満
の
方
が
対
象

市
民
環
境
課 

国
保
年
金
係 
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
５
３・１
５
４

住民税課税世帯
※上位所得者

150,000 円＋（総医療費
ー 500,000 円）× 1％

住民税課税世帯
一　　般

80,100 円＋（総医療費
ー 267,000 円）×１％

住民税
非課税世帯 35,400 円

（別表）１か月の自己負担限度額

※国保税基礎控除後の総所得金額
　などが 600万円を超える世帯

見 本

市
民
環
境
課 

国
保
年
金
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
５
３・１
５
４

【
減
額
認
定
証
と
は
】

　

入
院
お
よ
び
高
額
な
外
来
診

療
を
受
け
る
と
き
に
、
窓
口
で
支

払
う
自
己
負
担
分
や
食
事
代
な

ど
を
減
額
さ
れ
た
額
で
支
払
う
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

【
対
象
者
に
郵
送
し
ま
す
】

　

現
在
の
減
額
認
定
証
も
７
月

31
日
で
有
効
期
限
が
終
了
し
ま

す
。
引
き
続
き
交
付
対
象
と
な
る

方
に
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
保
険
証
と
一
緒
に
７
月
24
日
以

降
に
郵
送
し
ま
す
。

【
新
た
に
交
付
を
受
け
た
い
場
合
】

　

新
た
に
減
額
認
定
証
の
交
付

を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
市

民
環
境
課
で
申
請
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。（【
持
ち
物
】・
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
証
・
印
鑑
・
免
許

証
な
ど
申
請
さ
れ
る
方
の
身
分
証
明

と
な
る
も
の
）

【
交
付
対
象
と
な
る
方
】

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
保
険
証
、
７
月
31
日
有
効
期
限
終
了

　平成 25年度の住民税課税所得額が
145万円以上の被保険者の方と、その方
と同一世帯の被保険者の方

医療費の自己負担割合

◇被保険者全員の平成 25年度の住民税
　課税所得額が 145万円未満の方　
◇平成 25年度の住民税課税所得額は
　145万円以上であるが下記に該当する
　方（申請手続きが必要になります。）
①被保険者が複数いる世帯で、被保険者
　の方の収入合計額が520万円未満の方
②被保険者１名の世帯で、ご自身の収入
　額が 383万円未満の方　　　　　
③被保険者１名の世帯で、ご自身の収入
　額は 383万円を超えているが、同一世
　帯の 70歳から 74歳の方の収入額を
　含めた収入合計額が520万円未満の方

【
新
し
い
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
】

　

現
在
の
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
保
険
証
は
、
７
月
31
日
で
有

効
期
限
が
終
了
し
ま
す
。
８
月
１

日
か
ら
ご
使
用
い
た
だ
く
新
し
い

保
険
証
は
、
７
月
24
日
以
降
に
長

野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
の
封
筒
に
て
郵
送
し
ま
す
。

【
新
し
い
保
険
証
は
桃
色
】

　

新
し
い
保
険
証
は
桃
色
で
、
有

効
期
限
は
平
成
26
年
７
月
31
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
お
手
元

に
届
き
ま
し
た
ら
、
記
載
内
容

に
誤
り
が
な
い
か
ご
確
認
い
た
だ

き
、
古
い
保
険
証
は
、
必
ず
ご
自

身
で
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

【
自
己
負
担
割
合
に
つ
い
て
】

　

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
は

平
成
24
年
中
の
収
入
な
ど
に
基
づ

き
、左
表
の
と
お
り
判
定
し
ま
す
。

※
８
月
１
日
以
降
に
、
判
定
に
係

る
収
入
額
や
世
帯
員
の
構
成
な
ど

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の

都
度
自
己
負
担
割
合
を
判
定
し

直
し
ま
す
。

　

自
己
負
担
割
合
に
変
更
が
生

じ
た
場
合
は
保
険
証
の
有
効
期
限

内
で
あ
っ
て
も
新
し
い
保
険
証
が

交
付
さ
れ
ま
す
。
そ
の
際
は
古
い

保
険
証
は
使
用
し
な
い
で
、
市
民

環
境
課
に
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

８
月
か
ら
保
険
証
が
更
新
さ
れ
ま
す

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
（
減
額
認
定
証
）

に
つ
い
て

見 本

負担割合が「3割」となる方

負担割合が「1割」となる方
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【寄せ植え作品、ハンギング作品を募集します】
　花フェスタに出品いただける、寄せ植えやハンギン
グ を 募 集 し ま す。
団体やグループは
じめ個人の方の出
品をお待ちしてお
ります。
　詳しくは飯山市
ホームページをご
覧ください。

応募締切　9 月 13日（金）

会場の演出にご協力ください

　市民の皆さんが持ち寄っ
た寄せ植えやハンギングなど
で、愛宕町雁木通りが飾られ
るいいやま花フェスタ「寺町
花街道」が、今年も 10 月 5
日㈯、6 日㈰で開催されます。
　当日は、様々な花ブースの
展示とあわせ、各種イベント
が開催されます。家族やお友
達と、癒しと安らぎの時間を
楽しみにお出かけください。

10月5日㊏～6日㊐ 愛宕町雁木通り
いいやま花フェスタ実行委員会（まちづくり課内）☎ 62-3111 内線 243 いいやま花フェスタ 検 索

第 13 回 いいやま花フェスタ

1010 5日㊏日㊏ 66日㊐日㊐ 愛宕町雁木通り愛宕町雁木通り

第 13 回 いいやま花フェスタ第 13 回 いいやま花フェスタ

1010 愛宕町雁木通り愛宕町雁木通り

〇
樹
木
の
種
類

　
主
に
ス
ギ
、
他
に
イ
チ
ョ
ウ
、

　
ケ
ヤ
キ
、
ヒ
ノ
キ
な
ど

※
ス
ギ
は
、
長
さ
約
4
㍍
等
間

　
隔
で
輪
切
し
て
あ
り
ま
す
。

〇
提
供
先

　
市
内
在
住
の
個
人

　
　
　
　
　
　
ま
た
は
団
体
等

〇
申
込
み

　

所
定
の
様
式
に
①
団
体
（
個

　

人
）
名
、
②
活
用
内
容
、
③

　

必
要
な
数
量
等
、
を
記
載
し

　
ま
ち
づ
く
り
課
へ
提
出
。

〇
締
切　
8
月
末

※
申
し
込
み
状
況
に
よ
り
、
締

　
め
切
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

　
ま
す
。

〇
搬
出　

　
ま
ち
づ
く
り
課
で
指
定
し
た

　

日
程
で
、
申
込
み
者
が
搬
出

　

作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
搬
出
等
に
伴
う
諸
費
用
は
申

　
込
み
者
に
て
負
担
願
い
ま
す
。

　

飯
山
城
址
公
園
整
備
事
業
に

お
い
て
、
伐
採
し
た
樹
木
を
左

記
の
と
お
り
提
供
し
ま
す
。

　

現
在
、
飯
山
城
址
公
園
東
側

駐
車
場
に
置
い
て
あ
り
ま
す
の

で
、
応
募
す
る
際
は
、
一
度
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

水
稲
の
い
も
ち
病
、
害
虫
等
防

除
の
た
め
、
朝
５
時
か
ら
無
人
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
農
薬
の
空
中

散
布
を
行
い
ま
す
。

【
各
地
区
の
日
程
】

・
７
月
31
日
㈬　
秋
津
・
木
島　

 

・
８
月
2
日
㈮　
瑞
穂

・
８
月
５
日
㈪　
常
盤

・
８
月
６
日
㈫　
外
様

・
８
月
７
日
㈬
・
19
日
㈪　
柳
原

・
８
月
８
日
㈭　
太
田

・
８
月
９
日
㈮
・
22
日
㈭　
岡
山

【
散
布
剤
】

農
薬
の
空
中
散
布
の
お
知
ら
せ

ビ
ー
ム
エ
イ
ト
ス
タ
ー
ク
ル
ゾ
ル

【
散
布
中
止
条
件
】

①
散
布
対
象
水
田
周
囲
水
平
方

向
30
㍍
以
内
に
他
作
物
が
栽
培

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
は
建
物（
小

中
学
校
、
保
育
園
等
）
が
あ
る

場
合

②
風
速
が
３
㍍
以
上
に
な
っ
た

場
合

【
散
布
中
の
注
意
事
項
】

▽
散
布
農
薬
が
家
の
中
等
に
入

ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

北
信
州
み
ゆ
き
農
業
協
同
組
合
☎
62
５
６
０
０   

農
林
課 

農
業
振
興
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
６
２

▽
飲
み
水
や
水
源
な
ど
は
覆
い

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
干
し
物
は
片
づ
け
、
自
動
車

は
車
庫
な
ど
に
入
れ
て
く
だ
さ

い
。

▽
通
学
・
通
園
の
際
は
学
校
・

保
育
園
の
指
示
に
従
い
、
散
布

中
は
外
に
出
な
い
で
く
だ
さ

い
。

▽
畜
舎
、
蜜
蜂
飼
育
等
危
被
害

防
止
対
策
を
行
い
、
牧
草
等
は

１
週
間
以
上
お
い
て
家
畜
に
与

え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

企
画
財
政
課 

企
画
調
整
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
９
１

「輝く地域づくり支援金」一次募集分採択事業
事 業 名 申 請 者

飯山小城山ランナーズ創立 30周年
記念講演・マラソン大会 飯山小城山ランナーズ

桑名川区自主防災体制充実強化事業 桑名川区

桑名川フラワーロード花いっぱい事
業

くわながわフラワーロードの
会

ドキュメンタリー映画「天のしずく」
自主上映会開催事業 いいやま虹の里プロジェクト

堤外地左岸の開墾事業 菜の花渡し舟実行委員会

「子どもふれあい広場」整備事業 柏尾区

温井癒しの花回廊 ボランティアサークル “和み ”

瑞穂グラウンド整備事業 瑞穂グラウンド運営委員会

あじさい寺周辺景観整備 あじさい寺参道景観整備の会

　

市
で
は
、
自
ら
考
え
行
う
事
業

に
対
し
、「
輝
く
地
域
づ
く
り
支

援
金
」
を
交
付
し
、
ふ
る
さ
と
を

次
世
代
へ
つ
な
ぐ
た
め
の
活
動
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

　

市
の
選
定
委
員
会
に
お
い
て
内

容
を
審
査
し
た
結
果
、
一
次
募
集

で
地
域
の
活
力
を
生
み
出
す
左
記

の
9
事
業
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
引
き
続
き
二
次
募
集
を

実
施
い
た
し
ま
す
。
ご
活
用
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

【
交
付
対
象
団
体
】

◇
集
落
ま
た
は
地
区
区
長
会

◇
公
共
的
団
体
等
（
市
内
に
事

　
務
所
等
を
有
し
、
公
共
的
活

　
動
ま
た
は
地
域
の
活
性
化
に

　
資
す
る
活
動
を
営
む
団
体
）

※
支
援
金
を
一
度
受
け
た
団
体

　
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

【
交
付
対
象
事
業
】

　
対
象
団
体
が
ふ
る
さ
と
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
地
域
住
民
と
と
も

に
自
ら
考
え
自
ら
行
う
事
業
の
う

ち
、
次
に
掲
げ
る
事
業
。

①
地
域
協
働
推
進
に
関
す
る
事
業

②
文
化
の
振
興
に
関
す
る
事
業

③
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り
に

　
関
す
る
事
業
（
防
災
、
防
犯
、

　
交
通
安
全
対
策
等
）

④
環
境
保
全
、
景
観
形
成
に
関
す

　
る
事
業

⑤
そ
の
他
、
元
気
を
生
み
出
す
地

　
域
づ
く
り
に
役
立
つ
事
業

【
交
付
対
象
と
な
ら
な
い
経
費
】

①
団
体
・
施
設
運
営
費
や
人
件
費

②
用
地
取
得
ま
た
は
賃
借
に
要
す

　
る
経
費
お
よ
び
補
償
費

③
調
査
研
究
お
よ
び
計
画
作
成
に

　
か
か
る
委
託
費

④
食
糧
費

【
補
助
率
】

◇
ソ
フ
ト
事
業

　
…
事
業
費
の
10
分
の
７
以
内

◇
ハ
ー
ド
事
業

　
…
事
業
費
の
10
分
の
７
以
内

※
い
ず
れ
も
支
援
金
の
限
度
額
は

50
万
円
と
し
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

　

所
定
の
書
式
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
企
画
財
政
課
企
画
調

整
係
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
募
集
期
間
】

　
7
月
22
日
㈪
〜
8
月
19
日
㈪

「
輝
く
地
域
づ
く
り
支
援
金
」

       

一
次
募
集
採
択
事
業
と
二
次
募
集
の
お
知
ら
せ

　

飯
山
市
青
少
年
育
成
市
民
会

議
で
は
、
青
少
年
の
育
成
に
貢
献

さ
れ
た
個
人
や
団
体
を
表
彰
し
て

い
ま
す
。
6
月
18
日
に
平
成
25
年

度
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
飯
山
少

年
警
察
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
が
団

体
と
し
て
、
常
盤
地
区
在
住
の
万

場
喜
夫
（
さ
ち
お
）
さ
ん
が
個
人

と
し
て
授
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

飯
山
少
年
警
察
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

協
会
は
、
昭
和
41
年
に
飯
山
少

年
友
の
会
と
し
て
結
成
さ
れ
て
以

来
、
市
内
で
開
催
さ
れ
る
花
火
大

会
、
え
び
す
講
、
雪
ま
つ
り
な
ど

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
、
地
域
の

先
導
的
な
存
在
と
し
て
積
極
的
に

街
頭
補
導
活
動
を
行
い
、
青
少
年

へ
の
声
か
け
を
は
じ
め
と
し
た
非

行
防
止
、
健
全
育
成
活
動
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
で
も
飯
水
防

犯
協
会
女
性
部
と
合
同
で
研
修

会
を
実
施
す
る
な
ど
、
青
少
年
健

全
育
成
の
た
め
の
活
動
に
日
々
研

究
さ
れ
、
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

飯
山
市
青
少
年
育
成
 

平
成
25
年
度

前列左から市長、飯山少年警察ボランティア協会代表関口恒さん、万場喜夫さん、久保田議長
　

万
場
喜
夫
さ
ん
は
、
平

成
6
年
か
ら
平
成
15
年

ま
で
長
期
に
わ
た
り
、
飯

山
市
駅
伝
大
会
常
盤

チ
ー
ム
の
監
督
と
し
て
地

区
の
子
ど
も
た
ち
の
練
習

や
大
会
の
総
括
、
指
導
を

熱
心
に
行
い
、
走
る
こ
と

の
普
及
は
も
ち
ろ
ん
、
地

区
の
青
少
年
健
全
育
成

に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
15
年
以
降
も
常
盤

チ
ー
ム
の
選
手
兼
コ
ー
チ

と
し
て
活
躍
し
、
平
成
24

年
か
ら
は
長
野
県
縦
断

駅
伝
飯
山
栄
チ
ー
ム
の
監

督
と
し
て
も
ご
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。

市
民
会
議
会
長
表
彰

11 市報いいやま / 13.7

飯
山
城
址
公
園
整
備
に
伴
う
伐
採
樹
木
を
活
用
し
ま
せ
ん
か

ま
ち
づ
く
り
課 

ま
ち
並
整
備
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
４
３

夜は花々がライトアップされ
幻想的な雰囲気を演出します
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検査結果：全て不検出（検出下限値：1Bq/kg）
検査物質：放射性ヨウ素 131　放射性セシウム 134､ 137､ 136
原水種類：地下水　測定対象：源水

市内水道水の測定結果は全て不検出

水道水の放射線物質測定結果
上下水道課 水道係 ☎ 62-3111 内線 228

　市では昨年に引き続き放射線物質の安全確認のため、
6 月の定例水質検査のほかに放射線の水質検査を実施し
ました。その結果、いずれの水源も不検出でした。
　飯山市のおいしい水道水を安心してご利用ください。

水道水の放射線物質の測定結果

測定機関：㈱科学技術開発センター　測定機器：ゲルマニウム半導体検出器

検 査 箇 所
瑞穂中央（針田）簡水
太田北部（日光ゆきしみず）上水道
斑尾（第 2水源）簡水
西大滝（原水）簡水 基準値：10Bq/kg

施設名（地区名）  測定日 天候 測定
区分 測定値

飯 山 市 役 所（飯山） 6/26 雨 １ｍ 0.06
あ き は保育園（飯山） 6/12 曇り 地表 0.06
中 央 幼 稚 園（飯山） 6/12 曇り 地表 0.09
め ぐ み保育園（飯山） 6/12 曇り 地表 0.09
しろやま保育園（飯山） 6/12 曇り 地表 0.09
秋 津 保 育 園（秋津） 6/12 晴れ 地表 0.07
木 島 保 育 園（木島） 6/12 曇り 地表 0.08
瑞 穂 保 育 園（瑞穂） 6/12 曇り 地表 0.07
いずみだい保育園（柳原） 6/12 曇り 地表 0.08
常 盤 保 育 園（常盤） 6/12 曇り 地表 0.08
と が り 保 育 園（太田） 6/12 晴れ 地表 0.07
しらかば保育園（岡山） 6/12 曇り 地表 0.12
飯 山 小 学 校（飯山） 6/12 曇り 地表 0.07
秋 津 小 学 校（秋津） 6/12 晴れ 地表 0.08
木 島 小 学 校（木島） 6/12 曇り 地表 0.08
東 小 学 校（瑞穂） 6/12 曇り 地表 0.08
泉 台 小 学 校（柳原） 6/12 曇り 地表 0.06
常 盤 小 学 校（常盤） 6/12 曇り 地表 0.06
戸 狩 小 学 校（太田） 6/12 晴れ 地表 0.06
岡 山 小 学 校（岡山） 6/12 曇り 地表 0.07

　〃 6/26 雨 １ｍ 0.08
城 南 中 学 校（飯山） 6/12 晴れ 地表 0.08
城 北 中 学 校（常盤） 6/12 曇り 地表 0.08

　6 月中の市内空間放射線量測定値を公表します。測
定の結果、健康に影響を与えるおそれのある数値

（0.19 μ Sv/h）は測定されておりません。
（月内に複数回測定する箇所は最新測定値です）

市内空間放射線量測定値
市民環境課 生活環境係 ☎ 62-3111 内線 191･192

ご
存
知
で
す
か
？ 

児
童
扶
養
手
当

　

児
童
扶
養
手
当
と
は
、
父
母
の

離
婚
な
ど
に
よ
り
、
父
ま
た
は
母

と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児

童
を
養
育
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家

庭
や
、
父
母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児

童
と
同
居
し
、
養
育
し
て
い
る
方

に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　

新
た
に
該
当
と
な
っ
た
方
は
、

申
請
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
児
童
が
18
歳
に
到
達
し
た
年
度

末
ま
で
、原
則
児
童
扶
養
手
当
は
、

支
給
さ
れ
ま
す
。

【
手
当
て
の
支
給
額
】（
月
額
）

　
４
万
１
４
３
０
円
〜
９
７
８
０
円

※
所
得
に
応
じ
て
異
な
り
、
所
得

が
一
定
の
支
給
制
限
を
超
え
た
場

合
は
、
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

【
支
給
手
続
き
・
対
象
月
】

　

児
童
扶
養
手
当
は
申
請
を
受

理
し
た
月
の
翌
月
か
ら
支
給
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

新
た
に
該
当
に
な
っ
た
方
は
、

早
め
に
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

子
ど
も
課 

子
育
て
支
援
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
６
３

　

な
お
、
す
で
に
児
童
扶
養
手
当

を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
１
年

に
１
度
（
８
月
）、
更
新
の
た
め

現
況
届
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
該

当
す
る
方
に
は
後
日
通
知
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て
詳
し

く
は
、
子
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

足
腰
み
が
い
て
元
気
な
毎
日

防
ご
う
！
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

　
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム(

通
称：ロ
コ
モ・和
名：運
動
器
症
候
群)

と
は
、骨・筋
肉
と
い
っ
た
運
動
器
の
機
能
が
加
齢
と
と
も
に
衰
え
、立
つ・

歩
く
と
い
っ
た
動
作
が
困
難
に
な
り
、
寝
た
き
り
に
な
る
危
険
が
高
い
状

態
を
い
い
ま
す
。
ロ
コ
モ
を
予
防
す
る
に
は
若
い
う
ち
か
ら
の
運
動
習
慣

も
重
要
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
ご
近
所
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
お
気
楽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
参
加
費
無
料
）

保
健
福
祉
課 

高
齢
者
介
護
保
険
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
８
５

飯
山
市
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー　
　

  
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
８
３

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
は
、
子
育
て
の
手
助
け
を

し
て
ほ
し
い
方
（
依
頼
会
員
）
と
、

子
育
て
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
方

（
提
供
会
員
）
が
そ
れ
ぞ
れ
会
員

と
し
て
登
録
し
、
子
育
て
の
相
互

援
助
活
動
を
有
償
で
行
う
会
員

組
織
で
す
。
現
在
40
名
の
会
員
が

お
り
、
児
童
の
送
迎
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
も
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に
な

り
ま
せ
ん
か
。

【
主
な
相
互
援
助
活
動
】

　
保
育
園
等
な
ど
へ
の
送
迎
や
時

間
外
の
児
童
の
預
か
り
。
通
院
や

社
会
的
活
動
等
へ
参
加
時
の
児
童

の
預
か
り　
な
ど

【
会
員
の
種
類
】

・
依
頼
会
員

　
生
後
３
か
月
か
ら
12
歳
ま
で
の

お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
方
。

・
提
供
会
員

　

自
宅
で
の
育
児
が
可
能
な
方

で
、事
前
講
習
会
を
修
了
し
た
方
。

ま
た
は
保
育
士
資
格
の
あ
る
方
。

・
両
方
会
員

　
依
頼
・
提
供
の
両
方
可
能
な
方

【
入 
会 

金
】　
１
０
０
０
円

【
利
用
料
金
】　

・
基
本
時
間
内　
６
０
０
円
／
１
時
間

・
基
本
時
間
外　
７
０
０
円
／
１
時
間

・
送　
迎　
別
途
加
算
料
金
が
必
要

※
基
本
時
間

　
月
曜
か
ら
土
曜
日
の
午
前
７
時

か
ら
午
後
７
時
ま
で

会
員
同
士
で
子
育
て
の
助
け
合
い

子
ど
も
課 

子
育
て
支
援
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
６
３・３
６
４

飯
山
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
内
）　
☎
62
５
０
９
１

ファミリー・サポ
ート・センター

依頼会員
（両方会員）

提供会員
（両方会員）

① 援助の申込 ② 援助の依頼

③ 事前打ち合わせ

⑥ 活動の報告

④ 援 助 活 動
⑤ 報酬の支払い

ファミリー・サポート・センターのしくみ

■
日　
時　
8
月
26
日
㈪　
午
後
2
時
か
ら
３
時
30
分
ま
で

■
場　
所　
飯
山
市
公
民
館　
2
階
講
堂
（
申
込
不
要
）

■
内　
容
・
ロ
コ
モ
セ
ミ
ナ
ー
（
講
演
会
）

　
　
　
　
　
講
師　
国
際
医
療
福
祉
大
学
大
学
院 

副
大
学
院
長　
岩
谷　
力　
教
授

　
　
　
　
・
ロ
コ
モ
体
操　
・
健
康
相
談

■
持
ち
物　
タ
オ
ル　
飲
み
物　
運
動
し
や
す
い
服
装　
靴

　
７
月
の
ご
み
減
量
推
進
月
間
に

併
せ
、
資
源
物
の
休
日
回
収
を
実

施
し
ま
す
。

　

自
宅
に
資
源
物
が
溜
ま
っ
て
い

る
方
や
平
日
に
資
源
物
を
出
せ
な

い
方
は
こ
の
機
会
に
是
非
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
普
段
は
つ
い
、
未
分
別

で
出
し
て
し
ま
い
が
ち
な
資
源
物

も
こ
の
機
会
に
分
別
を
積
極
的
に

行
い
、
資
源
物
の
有
効
利
用
と
ご

み
減
量
の
推
進
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

資
源
物
休
日
回
収
の
実
施
に
つ
い
て

市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
９
２

【
回
収
日
】　　
　
　
　

　
　

平
成
25
年
7
月
28
日
㈰

【
時　

間
】　　
　
　
　

　
　

午
前
8
時
30
分
か
ら　
　

　
　

    　

午
前
11
時
30
分
ま
で

【
場　

所
】

     

市
役
所 

正
面
玄
関
雁
木
下

【
回
収
す
る
も
の
】

○
古
紙
（
新
聞
・
雑
誌
・
ダ
ン

　

ボ
ー
ル
・
紙
パ
ッ
ク
・
そ
の

　

他
古
紙
）

○
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル　
　
　
　
　

○
ガ
ラ
ス
び
ん
（
無
色
・
茶
色
・

　

そ
の
他
）

○
古
着（
中
綿
・
羽
毛
等
が
入
っ

　

て
い
る
も
の
・
ナ
イ
ロ
ン
製

　

品
は
対
象
外
）

○
廃
食
用
油

【
そ
の
他
】

分
別
は
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
す
方

法
と
同
じ
で
す
。
持
ち
込
み
は
市

役
所
正
面
玄
関
へ
直
接
持
ち
込

ん
で
下
さ
い
。
回
収
は
係
員
の
指

示
に
従
っ
て
下
さ
い
。

　

一
般
社
団
法
人
、
日
本
電
機

工
業
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ａ
）
で
は
家

電
製
品
を
安
全
に
お
使
い
い
た

だ
く
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発

活
動
を
展
開
し
、
事
故
の
未
然

防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

近
ご
ろ
、
全
自
動
洗
濯
機
・

二
槽
式
洗
濯
機
を
ご
利
用
の
方

が
、
指
を
負
傷
す
る
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
脱
水
槽
が
完
全
に
停

止
す
る
前
に
洗
濯
物
を
取
り
出

そ
う
と
し
て
、
衣
類
が
指
に
か

ら
ま
り
負
傷
す
る
と
い
っ
た
も

の
で
、
時
に
は
指
を
切
断
す
る

大
事
故
が
発
生
す
る
場
合
も
ご

ざ
い
ま
す
。

　

洗
濯
槽
、
脱
水
槽
が
完
全
に

停
止
し
て
か
ら
洗
濯
物
を
取
り

出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ゆ
っ
く
り
し
た
回
転
で
も
危
険

で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

指
を
大
ケ
ガ
す
る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す



保
健
福
祉
課 

健
康
増
進
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
８
７
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　6 月 16 日、晴天の中、エコ
パーク寒川フェアが開催され
ました。
　岳北地域のごみを処理する
施設「エコパーク寒川」をよ
り身近に感じてもらうために
始まったこのフェアは今年で
4 回目を数え、地元藤沢区に
よる竹の子、山菜などの販売
や、岡山小学校児童によるブー
スの出展など、地域に根づい
たイベントとなっています。
　藤沢代表区長の月岡正博さ

　6 月 16 日、晴天の中、エコ

通信
月
刊 通信市内のできごと

んの開会宣言により開会し、各ブースは大盛況となりまし
た。中でも、毎年人気の藤沢産の竹の子。山菜販売のブース
は開会前から長蛇の列となり、用意した 197 束の根曲がり
竹はわずか 10 分で完売となりました。
　屋外ではこの他に笹もちの販売や、竹の子汁サービスなど
が、施設内ではごみの分別。減量や、エコ。リサイクルをテー

マとしたさまざまな
実演の体験ブースが
出展。この日来場さ
れた 630 人のお客さ
んは各ブースを回り
ながら環境への意識
を一層高めたのでは
ないでしょうか。

根曲がり竹に長蛇の列

岡山小児童のブースも大盛況でした

　6 月 29 日「菜の花さかせるかい」20 周年記念祝賀会が開
催され、足立市長をはじめ歴代会長、県議会議員、市議会議
員、東小学校長が出席し盛大な祝賀会となりました。
　当初東小学校周辺 3 ～ 4㌶の畑で 3 千人程の来場者から始
まった、いいやま菜の花まつりでしたが、菜の花さかせるか
いのメンバーが、個人のトラクターなどを持ち込んで「日本
一の菜の花景観」を目指し、協力し合いながら拡張・整備を
行ってきました。現在では 11㌶で約 3 万人を超える来場者
があり、長野県を代表する公園・イベントに成長し、地域の

　6 月 15 日、泉台小学校で運動会が行われ、深緑の風の中、
児童たちの熱い紅白の攻防が繰り広げられました。
　運動会は秋のイメージが強いですが、市内では、以前から
岡山小学校で、今年度から泉台小学校のほかに常盤小学校、
秋津小学校で 6 月の運動会が行われるようになりました。

　この日は、残念ながら午
後は雨となりましたが、午
前中は日差しが遮られ、運
動会を行うにはちょうどい
い気温となりました。6 年生
の武田梨瑚さんと清水李音
さんは、初めての夏の運動
会に「秋の運動会と比べる
と練習の時期が涼しくて良
かった」と話してくれまし
た。また、保護者の方からは、
秋は毎年、地区のお祭りな
どの行事と重なることが多

く気をもんだ
が、 今 年 は そ
の心配がない
ので助かると
い う声や、 梅
雨の時期なの
で練習も含め
て雨の影響が
心配だったと
の声もありま
した。
　中村千春校長は、「9 月開催の運動会では、残暑の中での
練習となり、裸足で熱いグラウンドの上に立つことや熱中症
など、子どもたちの健康状態を心配していた。6 月は心地の
良い時期だったので、子どもたちや先生方の反応も良く、来
年度以降も検討していきたい。」とお話されました。
　市内だけではなく県内の小学校でも、この時期の運動会の
取り組みがここ数年で増えてきているということです。

6 月 15日　泉台小学校
　6 月 15 日、

6 月 29 日「菜の花さかせるかい」20 周年記念祝賀会が開

深緑の風を受けて
　夏の運動会が行われました
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子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

　
　
　

定
期
接
種
に
つ
い
て

　

6
月
14
日
に
国
の
審
議
会
に

お
い
て
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
の
積
極
的
勧
奨
を
差
し
控
え

る
勧
告
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
飯
山
市
で
も
子

宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

を
積
極
的
に
勧
奨
す
る
こ
と
を
差

し
控
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

定
期
接
種
の
中
止
で
は
な
い
た

め
、
接
種
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有
効
性
及
び
安

全
性
に
つ
い
て
十
分
ご
理
解
い
た

だ
い
た
う
え
で
接
種
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　

日
本
遺
族
会
は
、「
戦
没
者
遺

児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

同
事
業
は
厚
生
労
働
省
か
ら
補

助
を
受
け
実
施
し
て
お
り
、
先
の

大
戦
で
父
等
を
亡
く
し
た
戦
没
者

の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、
父
等
の

戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊

追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同
地
域

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

　
　
　
慰
霊
友
好
親
善
事
業
の
お
知
ら
せ

の
住
民
と
友
好
親
善
を
は
か
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

費
用
は
、
参
加
費
と
し
て

９
０
０
０
０
円
、
5
年
を
経
過
し

た
方（
平
成
19
年
度
以
前
参
加
者
）

は
2
回
目
の
応
募
も
可
能
で
す
。

　

日
程
等
の
詳
細
は
、
日
本
遺
族

会
事
務
局
ま
で
、
長
野
県
遺
族
会

へ
お
願
い
し
ま
す
。

日
本
遺
族
会
事
務
局 
☎
０
３-

３
２
６
１-

５
５
２
１

長
野
県
遺
族
会　
☎
０
２
６-

２
２
８-

０
３
３
４

税
務
課 

収
税
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
６
３

 

差
押
物
件
の
公
売
を
実
施
し
ま
す

　

市
で
は
、
2
件
の
差
押
物
件
の

公
売
を
実
施
し
ま
す
。
期
日
な
ど

詳
細
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。
ご

不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

税
務
課
収
税
係
ま
で
お
問
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

○
期
日　

8
月
2
日
㈮

○
時
間　

午
前
10
時
か
ら 

○
場
所　
市
役
所
4
階
委
員
会
室 ①品      名　軽自動車 (スズキワゴンR)

②登録年月日　平成 13年 2月 27日
③走行距離　93,780㎞
④車検有効期間　平成 26年 2月 28日
⑤そ の 他　AT車、4WD、4人乗り
⑥見積価額　50,000 円

○
公
売
物
件  

2
件 

○
申
込
期
間

  　

7
月
29
日
㈪

　
　
　

午
前
8
時
30
分
か
ら

　

  

7
月
31
日
㈬

　
　
　

午
後
5
時
15
分
ま
で

○
下
見
会　

　

  

7
月
26
日
㈮

　

  

午
前
10
時
税
務
課
集
合

①品　　名　農機具(ドライブハロー)
②メーカー　ニプロ
③型　　式　HR-2800B-4S
④区　　分　Z
⑤製造番号　32725
⑥横　　幅　約 2900㎝
⑦縦　　幅　約 80㎝
⑧高　　さ　約 90㎝
⑨見積価額　35,000 円

物件番号 1 物件番号 2

　

首
都
圏
と
関
西
地
域
を
中
心

に
風
し
ん
が
流
行
し
、
す
で
に
昨

年
１
年
間
の
発
生
数
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
先
天
性
風
し
ん
症

候
群
の
予
防
の
た
め
に
予
防
接
種

が
勧
め
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

当
初
は
十
分
で
あ
る
見
通
し
で

あ
っ
た
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク

チ
ン
の
量
が
、
任
意
の
予
防
接
種

者
数
の
急
激
な
増
加
に
よ
り
、
現

在
の
接
種
者
数
が
こ
の
ま
ま
続
い

た
場
合
、
今
夏
以
降
に
ワ
ク
チ
ン

が
一
時
的
に
不
足
す
る
恐
れ
が
で

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
安
定
供
給
の
目
途
が

つ
く
ま
で
の
間
、
効
果
的
な
先
天

性
風
し
ん
症
候
群
の
発
生
の
予
防

と
、
今
後
の
安
定
的
な
定
期
接
種

の
実
施
の
た
め
、
任
意
の
予
防
接

種
に
つ
い
て
、
妊
婦
の
周
囲
の
方
、

妊
娠
希
望
者
ま
た
は
妊
娠
す
る
可

能
性
の
高
い
方
で
、
風
し
ん
の
抗

体
が
十
分
で
な
い
方
が
優
先
し
て

接
種
を
実
施
で
き
る
よ
う
、
可
能

な
限
り
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
不
足
に
つ
い
て

先
天
性
風
し
ん
症
候
群
と
は
？

　

抗
体
を
持
た
な
い
、
ま
た
は
抗

体
が
十
分
で
な
い
妊
婦
が
風
し
ん

に
か
か
っ
た
場
合
、
赤
ち
ゃ
ん
に

難
聴
や
心
疾
患
、
白
内
障
や
緑

内
障
な
ど
の
障
害
が
起
こ
る
可
能

性
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
先
天
性

風
し
ん
症
候
群
と
言
い
ま
す
。
昨

年
か
ら
の
流
行
の
影
響
で
、
平
成

24
年
10
月
か
ら
平
成
25
年
５
月

末
ま
で
に
、
全
国
で
10
人
の
先
天

性
風
し
ん
症
候
群
の
患
者
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
し
ま
す
。

情報発信やイメージアップ
にも大きく寄与しています。
　菜の花さかせるかいの活
動は、種の収穫から畑の耕
起、種蒔から春の開花の調
整がメインではありますが、
他にも草刈りや公園の維持管理、ごみ拾いからトイレ清掃、
来場客への案内活動など多岐にわたります。
　また、地元中高生を中心に構成されている「菜の花すくー
る」と共同で作業を行うことで、次世代への引継ぎが継続的
になされており、地域住民活動のモデルケースとしても注目
を集めています。
　2015 年春の北陸新幹線飯山駅開業を控え、飯山市が日本
国内のみならず世界中とつながる時代がすぐそこにせまっ
ています。祝賀会の中で、大月肇会長からも「先人の思いを
受け継ぎ、『日本一』から『世界一』へ」という言葉があり
ました。世界一の景観を目指して、「また来年も、菜の花を
咲かせるかい！」

菜の花まつりを支えて 20 年
　菜の花さかせるかい 20 周年記念祝賀会

6 月 29日　戸那子区高山商店

地域に根づいたイベント　
　エコパーク寒川フェア開催

6 月 16日　藤沢区エコパーク寒川
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　このコーナーでは、平成 27 年春の北陸新幹線の延伸をひとつの契機に、交流人口の増加と地域経済の活性化を図る
ことを目的に飯山市と観光交流都市協定を締結した都市の観光情報をご紹介していきます。各都市の魅力を感じていた
だき、足を運んでみてはいかがですか。

新潟県 糸魚川市

観光交流都市情報

広
告
コ
ー
ナ
ー

information of M
IYUKINO

みゆき野みゆき野みゆき野みゆき野みゆき野みゆき野
広域情報 みゆき野みゆき野みゆき野
広域情報 かわら版みゆき野  

野　沢
温泉村

 栄
　  村

上ノ平高原
　グリーンシーズン営業開始！

　6月16日、
秋山地区の校
区運動会が開
催されまし
た。
　秋山郷にあ
る秋山小学校
は、全校児童
4名の県内で
一番児童数の

木 島
平 村
  春の樽滝、田植え、カヤの平高原、祭事、秋の収穫など、季節ごとの美しい木島平村の風景を新
しい目線で切り取ってください。たくさんの応募をお持ちしています。
◆募集締切　10月 31日（木）　　◆テーマ　初夏～晩秋の木島平村の風景
◆作品形式　・４つ切りまたはＡ４版のプリント　・単写真のみ、１人５点以内
◆募集方法　応募用紙に必要事項を記入し、作品ごとに裏面に貼付したものを観光協会まで送付し　
　　　　　　てください。
◆問い合わせ　木島平村観光協会　電話 0269-82-2800　　http://www.kanko-kijimadaira.com/
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　冬季スキーヤー、スノーボーダーで賑わう上ノ平ゲレン
デのエリアがヤナギランガーデンへと変わり、ガーデン周辺
ではウォーキング、マレットゴルフ、キャンプ、マウンテン
バイク、展望台からの眺望、お食事、バーベキューがお楽

秋山校区運動会開催

 美しい木島平の風景を募集します

　木島平村観光フォトコンテスト

しみいただけます。
ま た、7/13 ㈯ ～
8/25 ㈰までの期間
は長坂ゴンドラリ
フトも運行しウィ
ンターシーズンと
は一味違った空中
散歩がお楽しみい
ただけます。
　山麓との気温差－ 10℃！標高 1,400㍍に広がる上ノ平高
原にぜひお越しください！

◆問い合わせ　野沢温泉スキー場　☎ 0269-85-3166
　　　　　　　http://www.nozawaski.com/

日本丸寄港！
　新潟県糸魚川市にある姫川港開港 40 周年を記念して、
独立行政法人航海訓練所の練習帆船「日本丸」が寄港しま
す。日本丸は、その姿から「太平洋の白鳥」と称される国
内最大級の帆船です。入港期間中には、各種イベントを予
定していますので、この期間にぜひお出かけください。
◆８月２日㈮　10：00　入港
◆８月３日㈯　13：00～ 16：00 セイルドリル
※セイルドリルとは、乗船する実習生による帆を張る訓練です。
通常、帆を張るのは陸岸から離れた洋上で行うため、寄港
中に帆を広げた姿を見学できるのは、この機会だけです。
帆船の優美な姿をお見逃しなく！
※当日の夜は、市内 ( 糸魚川駅前 ) で「おまんた祭り」も
開催しております！
◆８月４日㈰　 9：00～ 11：00　一般公開
　　　　　　  13：00～ 15：30　一般公開
※来場者数によっては入場制限をさせていただく場合があ
ります。
※８月４日（日）は「ひめかわポートフェスティバル」も
併せて開催し、出店コーナー等もあります。
◆８月６日㈫ 　14：00　出港 

◆お問い合わせ
　　姫川港開港４０周年記念事業実行委員会事務局
　　（糸魚川市産業部商工農林水産課企業支援室内）
　　☎（025）552-1511　FAX （025）552-7372

姫川港開港４０周年記念事業
（－姫川港から世界へ！ジオパークのまち糸魚川―）

富山県 魚津市

石川県 七尾市

　８月 2 日㈮～ 4 日㈰は魚津市最大のイベント「じゃん
とこい魚津まつり」が行われます。
　大漁と海上の無事安全を祈る「たてもん祭り」では、高
さ 15 ｍの大柱に 90 余りの提灯をつるした「たてもん」を、
若者たちが威勢よく引き回します。その豪快さ・勇壮さ

第44回じゃんとこい魚津まつり開催

から、国の重要無形民俗文化財に
指定されています。
　市街では、郷土芸能「せりこみ
蝶六」の街流しが、海上では花火
が夜の海を鮮やかに彩りますので
ご来場をお待ちしております。
お問い合わせ　
魚津まつり実行委員会（魚津商工会議所）
　☎ 0765-22-1200
　（※土・日・祝日休み）

第44回じゃんとこい魚津まつり開催

　七尾市石崎町は、昔気質が残る活気にあふれる漁師町。
　石崎奉燈祭は海の男達が年に一度熱い血潮をたぎらせる
お祭りです。町中には「サッカサイ、サカサッサイ、イヤ
サカサー」と威勢のいい掛け声が響き渡る中、奉燈が進む
様はまさに圧巻。100 人で１基を担ぐ、その統制ぶりも見
事です。夜には奉燈に灯火が献じられ、浮かび上がった武
者絵や大書の墨字が幻想的な空間を醸し出します。

◆日時　8月 3日㈯
　　　　14時から
◆場所　七尾市石崎町
◆お問い合わせ
　七尾市観光協会 
　☎ (0767)53-8424　

石崎奉燈祭 開催 !!

　7 回目となる「斑尾ジャズ」は北陸新幹線飯山駅開業記
念プレイベントとして、全国から 21 バンドが参加し、約
250 名の演奏家が野外ジャズの聖地・斑尾に終結します。「斑
尾インターネット放送局」から全プログラムが同時画像配
信もされ、ジャズとともに新幹線・信越自然卿の情報が全
国に発信されます。ジャズ一色となる涼しい高原で伝説の
ステージをお楽しみください。入場料は無料。

◆日時：8月 24( 土 )・25日 ( 日 )10：00～ 16：30
◆場所：斑尾高原スキー場特設ステージ (レストランチロル )
◆出演：えりーとじゃずおーけすとら、京浜 Jazz Explosion　       
　　　　 みんすいデキシーバンド、J.O.Y. Gospel、
　　　　　 Dr.Dixie Saints、 Liberty of Music   他
◆ゲスト：瀬川昌久〔ジャズ評論家〕
◆司会：バードマン幸田 他
◆主催：ふるさとのジャズ交流祭実行委員会
◆問い合わせ
　 実行委員会事務局  ☎ 64-3505 〔斑尾エルムペンション〕
◆ホームページ：http://www.madaraojazz.com

斑尾ジャズ2013
8月8日㈭～8月15日㈭

　バリューウォークとは、
新幹線開業に向けて地域
活性化を目的に、市内をお
得なチケットで食べ歩き・
飲み歩き・買い歩きしてい
ただきながら、より多くの
お店や商品を認知してもら
うイベントです。

8月8日㈭～8月15日㈭
第3回いいやまバリューウォーク開催

～食べてお得・買ってお得・歩いてお得～

　期間中は各店の自慢の商品・サービスを存分に楽しめます。
今回は灯篭まつり・花火大会・成人式と同時期に開催します
ので、ご家族やお友だちと一緒にご参加ください。

◆詳しくはホームページをご覧ください。

◆問い合わせ
　　　いいやまバリューウォーク実行委員会☎ 62-2162

いいやまバリューウォーク 検 索

少ない小学校です。秋山小学校の運動会は児童、保護者だ
けでなく、地域の皆さんも参加してにぎやかに開催してい
ます。
　今年度は、あいにくの天候で体育館での開催となりまし
たが、４名の児童は一生懸命に様々な種目に挑戦していま
した。小さな子どもからお年寄りまで多くの皆さんが参加
して、終始笑顔あふれる運動会となりました。




